
フラワーレーンプロジェクト
目的・ねらい
自らの手で植え、育てたアサガオの花が、競技会場に並べられることで、子供たちの東京2020大会への
参画意識を高めるだけでなく、「ボランティアマインド」の醸成を目指す。

取組・活動内容
❶実施時期
令和元年度　テストイベント
令和3年度　大会本番時

❷参加学校
都内公立学校169校

❸取組・活動内容
 ・東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会において、東京2020大会の期間中、競技会場の入口
を花で彩り、来場する観客をもてなす「フラワーレーンプロジェクト」を実施し、都内公立学校が参加した。
 ・「フラワーレーンプロジェクト」とは、各競技会場の手荷物検査を行うためのエリア内に、金属製のフェンス
やベルトパーテーションの代わりに、子供たちが植え、育てた花に応援や歓迎のメッセージを添えた鉢植え
を並べたレーンで仕切る取組で、世界各地から訪れる観客をもてなす。

本取組・活動の成果

活動の様子

●自らの手で植え、育てたアサガオの花が、競技会場に並べられることで、子供たちの東京2020大会への
参画意識を高めるだけでなく、おもてなしの心や「ボランティアマインド」の醸成にもつながった。


